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に適用し, (n, γ n')断面積を求めることを予告したが,その後報告された様子はない･





最近, OECD NEAのNSC (Nuclear Science Committee)において,国際協力による核データラ
イブラリの高度化が図られており,その中で238Uを含むアクチニド核種データは最も重要なデータの
1つである. Radiation Physics & Chemistry Institute (Minsk)のMaslovらのグループ[5]がアクチニ
ド核種についての理論計算の中で,この反応を評価に組み入れている.彼らの評価ではFig･卜5に
示すように, 100mb近いかなり大きな値を予測している.彼らの計算値は全断面積や(n, γ ), (n,n')な
どの実験値と比較的良く一致しており,信頼性は高いと考えられるが, (n, γ n')反応に関しては上述
のように理論計算だけで確定的なことはいえないのが現状である.なお,この計算結果で,励起関数












Fig.卜4: 238U(n, γ n')反応の断面積(上)と中性子スペクトル(下)の計算値[3]
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目する[6]. 209Biの場合, a), C)の問題がない上,二重マジック核208pbに近いためFig.ト6に示す
ように,準位間隔は238Uに比べ遥かに広く,実験的に有利である.しかし,このことは複合核210Biに











性子スペクトルの測定においてFig.ト7に示すように30マイクロバーン(〟 b/(sr ･ MeV))までの測定
6
を行った実績と経験を有する[7,8]･ 2380についてのFig･1-2の例では,等方分布を仮定すると(n, γ
n･)中性子は20mb/(Sr ･ MeV)程度に達しており, 209Biの場合に, 100分の1になるとしてもこの測
定系によって観測可能であると考えられる.

































汀able of Isotope, 8也Ed.,]
2-2.入射エネルギーと中性子源

























































Rp(L, - I Rs(L,雷exp(-qL- ,dL･









































Fig.2-7に, 5" ¢ ×2"厚NE213の応答関数について,実験値と計算値の比較を示す･ 200keVか
ら500 keVの中性子に対して,実験値はピーク状の応答を示しており,期待されたブラック型の応答
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第3章　実験及びデータ処理
(n, γ n')反応の検証実験は前述のようにBi及びC, Siサンプルを単色中性子で照射し,放出され
る二次中性子スペクトルを測定するもので,東北大学高速中性子実験室(FNL)でTOF法を用いて























ている. 1)についてはシャドーバーの配置上90 0近傍が最も対処しやすいので90 0方向に主検出






















2-1で述べたように本研究では, 209BiとC, Siのスペクトルを比較することで(n, γ n')の存在を確か
めるため,サンプルには209BiとC(天然組成), Si(天然組成)を用いる. Table 3-1にサンプルの物
理量を示す.
Table 3-1測定サンプルの物理量
Sample ????iameter 陪V没③?ass 皮Vﾖ&W&??
(cm) 中6ﾒ?(g) ?F?2?ﾓ?#B?
Bi ?免匁FW"?.0 迭??47 ????
C ?免匁FW"?.0 迭??4.9 ?縱S"?
Si ?免匁FW"?.0 釘??17.6 ?經#"?





































































(2inch ≠ X2inch NE213)


































































Figs.4-2, 4-3に,それぞれBiとSiの二次中性子スペ外ル, Fig･4-4に両者の比較図, Fig･4-5に
(Bi - Si)の差スペクトルを示す.なお, Fig･4-5で,ピークよりエネルギーの高い側で正,低い側で負
になっているのは, Siの方が軽いために散乱中性子が低エネルギー側にテイルを引くためである･






散乱ピークは無く, no, nlの弾性散乱のみがピークとして観測されている･ Siの場合･複合核におけ
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Fig.4-2: 209Biの二次中性子スペクトル
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Fig.4-4: Si, Biスペクトルの比較(counts/Monitor/MeV)
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Fig.4-5: BiとSiの差スペクトル
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